
栃木県立博物館移動博物館

江戸時代の街道と宿場
栃木県立博物館移動博物館

江戸時代の街道と宿場
　栃木県立博物館の貴重な資料の中から、栃木県内を中心とした江戸時代の人や物資の行き交う  
街道のすがた、庶民の旅や宿場について展示します。また、芳賀町に残されてきた古文書も紹介
し、当時の様子をたどります。
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◉JR宇都宮駅西口
3番乗場より祖母
井、茂木方面行
「芳賀温泉ロマン
の湯」下車
◉自家用車…北関
東自動車道真岡
I.Cから約30分／
JR宇都宮駅東口
から約30分

アクセス

展示構成

１　街道のすがた
２　庶民の旅
３　宿場の面影
４　古文書からみる芳賀町域の交通

「宿場町に集まる人々 ―日光道中を中心に―」
企画展関連 情報館講座：

元禄期祖母井宿の様子　個人蔵元禄期祖母井宿の様子　個人蔵元禄期祖母井宿の様子　個人蔵

日時　平成23年１月29日（土）　午後2：00～4：00
会場　芳賀町総合情報館 多目的室
講師　大石三紗子 氏（埼玉県立文書館）
主催　芳賀町総合情報館・芳賀町歴史同好会
申込　無料　定員40名（先着申込）
※お申込および詳細については総合情報館までお問い合わせ下さい。


